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明
治
二
十
年
二
月
一
日
、
登
記
法
が
実
施
さ
れ
て
現
在
の
大
豊
町
管
内
の
登
記
事
務
は
、
川
口
登
記
所
（
当
時
の
長
岡
郡
川
口
村
の
戸

長
役
場
）
に
お
い
て
開
始
し
た
（
そ
れ
以
前
の
公
証
事
務
は
各
戸
長
役
場
で
行
わ
れ
て
い
た
）
。
そ
し
て
同
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
十

一
高
知
地
方
法
務
局
豊
永
出
張
所

大田口にあった旧高知地方法務局豊永出張所

一
｜
証
事
溌
は
各
戸
長
役
場
で
行
わ
れ
て
い
た
）
。
そ
し
て
同
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
十

一
月
十
五
日
、
長
岡
郡
東
本
山
村
（
大
杉
村
）
川
口
五
百
七
十
六
番
地
に
、
高
知
治
安

裁
判
所
川
口
出
張
所
が
設
置
さ
れ
、
川
口
登
記
所
の
管
内
は
す
べ
て
こ
れ
に
属
し
た
。

同
二
十
三
年
十
一
月
一
日
、
高
知
区
裁
判
所
川
口
出
張
所
と
改
称
し
た
。

か
ん
か
つ

当
時
の
同
出
張
所
の
管
轄
区
域
は
天
坪
村
・
大
杉
村
・
西
豊
永
村
・
東
豊
永
村
及
び

現
在
の
高
知
地
方
法
務
局
本
山
出
張
所
管
内
全
域
に
わ
た
り
広
範
囲
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
六
年
二
八
九
三
）
十
一
月
二
十
日
、
高
知
地
方
区
裁
判
所
豊
永
出
張
所

を
長
岡
郡
東
豊
永
村
下
ノ
土
居
字
中
屋
敷
三
百
三
十
三
番
地
に
新
設
し
、
そ
の
所
管
区

域
を
東
西
両
豊
永
村
と
し
て
川
口
出
張
所
よ
り
分
離
独
立
し
た
。

当
時
の
豊
永
出
張
所
の
庁
舎
の
規
模
は
、
敷
地
二
百
六
坪
、
庁
舎
の
事
務
室
は
木
造

か
わ
ら
ぶ

瓦
葺
き
、
床
面
積
二
十
坪
、
倉
庫
は
木
造
土
蔵
造
り
瓦
葺
き
二
階
建
て
、
一
階
、
二
階

各
三
坪
、
所
有
者
は
橘
花
文
で
期
限
は
無
期
限
、
借
料
は
無
料
等
点
と
な
っ
て
い
る
。

東
西
豊
永
村
の
区
域
を
分
割
さ
れ
た
後
の
川
口
出
張
所
は
、
明
治
三
十
七
年
に
東
本

山
村
（
大
杉
村
）
杉
字
川
下
四
十
二
番
地
（
現
。
県
米
倉
庫
山
側
付
近
）
に
移
転
し
、
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庁
舎
の
規
模
は
従
前
の
も
の
と
大
差
な
い
が
、
敷
地
面
積
は
七
十
一
坪
と
な
り
附
属
建
物
や
浴
室
が
増
設
さ
れ
て
い
る
。
土
地
の
所
有

者
は
山
本
貞
猪
で
無
期
限
・
無
賃
料
の
貸
借
契
約
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
庁
舎
や
附
属
建
物
は
、
下
ノ
土
居
吉
田
秀
光
ら
が
中
心
と
な
っ
て

新
築
し
、
無
償
で
提
供
し
た
も
の
で
あ
っ
た
、
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
旧
東
西
両
豊
永
村
の
登
記
事
務
は
大
正
二
年
ま
で
約
十
八
年
間
こ
の
地
で
取
り
扱
わ
れ
た
。

大
正
二
年
九
月
二
十
一
日
、
高
知
区
裁
判
所
杉
出
張
所
が
本
山
町
に
移
転
す
る
の
に
伴
い
、
杉
出
張
所
の
所
管
地
域
で
あ
っ
た
東
本
山
村

よ

（
大
杉
村
）
を
豊
永
出
張
所
の
管
轄
と
し
た
。
こ
の
た
め
地
域
の
利
不
便
に
因
り
庁
舎
移
転
の
議
が
起
こ
り
、
豊
永
出
張
所
は
東
豊
永
村

下
ノ
土
居
か
ら
西
豊
永
村
寺
内
四
百
七
十
四
番
地
の
仮
庁
舎
に
移
転
を
し
た
。

こ
の
仮
庁
舎
の
場
所
は
西
豊
永
村
寺
内
字
西
浦
で
薬
師
堂
よ
り
更
に
上
っ
た
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
所
で
約
一
年
余
り
登
記
事
務
を

行
っ
た
。
そ
の
後
大
正
三
年
十
月
三
十
日
に
西
豊
永
村
寺
内
（
大
田
巳
六
百
六
十
五
番
地
（
現
在
地
）
に
新
庁
舎
を
建
築
（
寺
内
の
医

家
河
野
家
の
家
を
建
て
替
え
た
も
の
と
い
う
）
し
て
移
転
し
た
。
こ
の
庁
舎
の
敷
地
百
七
十
七
坪
、
建
築
総
工
費
二
千
六
百
円
と
の
記
録

そ
の
後
大
正
二
年
ま
で
大
杉
出
張
所
と
し
て
存
続
し
、
更
に
本
山
町
に
移
転
し
た
。

明
治
二
十
八
年
十
月
十
五
日
、
豊
永
出
張
所
の
庁
舎
は
長
岡
郡
東
豊
永
村
下
ノ
土
居
字
宮
の
北
三
百
四
十
五
番
地
（
現
在
の
秋
山
歯
科

本
宅
付
近
）
に
建
築
移
転
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
に
土
地
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
従
来
高
知
税
務
署
が
所
管
し
て
い
た
土
地
台
帳
・
家
屋
台
帳

等
に
関
す
る
事
務
が
法
務
局
に
移
管
さ
れ
た
と
き
に
、
庁
舎
改
築
の
要
に
迫
ら
れ
事
務
室
を
改
築
し
、
更
に
倉
庫
・
住
宅
の
大
幅
改
造
が

そ
し
て
昭
和
二
十
二
年
司
法
省
令
第
四
十
四
号
に
よ
り
、
高
知
司
法
事
務
局
豊
永
出
張
所
と
改
称
、
更
に
同
二
十
四
年
法
律
第
百
三
十

六
号
法
務
府
設
置
法
の
改
正
に
よ
り
、
高
知
地
方
法
務
局
豊
永
出
張
所
と
改
称
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

が
あ
る
。
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大
豊
町
内
で
も
天
坪
地
区
の
北
川
・
角
茂
谷
・
久
寿
軒
・
戸
手
野
・
馬
瀬
の
各
地
区
は
、
そ
れ
ま
で
高
知
地
方
法
務
局
山
田
出
張
所
の

管
轄
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
年
四
月
七
日
商
業
・
法
人
登
記
事
務
に
つ
い
て
同
豊
永
出
張
所
に
移
管
さ
れ
た
。
続
い
て
昭
和
三
十
六
年

十
月
一
日
同
地
区
に
関
す
る
す
べ
て
の
登
記
事
務
も
豊
永
出
張
所
に
移
さ
れ
た
。

明
治
二
十
一
年
川
口
に
高
知
治
安
裁
判
所
川
口
出
張
所
と
し
て
開
設
以
来
数
次
に
わ
た
っ
て
場
所
と
機
構
が
変
遷
し
た
と
は
い
え
、
一

世
紀
も
の
間
、
地
域
住
民
の
権
利
と
財
産
を
守
っ
て
き
た
「
登
記
所
」
も
、
社
会
情
勢
の
変
化
と
政
府
の
方
針
に
よ
っ
て
、
昭
和
六
十
一

年
三
月
十
六
日
閉
鎖
、
南
国
出
張
所
に
統
合
さ
れ
た
。

豊
永
出
張
所
歴
代
所
長
氏
名
（
初
Ｉ
弱
は
代
数
）

初
代
久
保
輔
寿
２
野
々
村
正
形
３
村
上
義
隣
４
橘
花
文
５
百
々
求
馬
６
西
本
駒
寿
７
赤
堀
安
太
郎
８
山
中
平

９
横
田
慎
太
郎
岨
千
屋
長
男
Ⅲ
北
岡
伝
吃
嶋
内
優
昭
入
江
雅
純
Ｍ
岩
城
正
英
賜
西
村
広
義
略
有
光
亀
次

Ⅳ
近
森
正
之
肥
山
崎
悼
司
灼
野
老
山
沿
秀
別
安
部
寿
定
幻
細
木
英
雄
躯
大
坪
定
雄
羽
川
村
伊
豆
男
別
大
坪
芳
太
郎

路
大
石
秀
信
茄
中
平
武
雄
”
石
水
重
美
肥
高
橋
朋
市
郎
羽
杉
村
晃
釦
元
吉
朝
海
馴
宮
本
幾
男
塊
高
島
田
博

路
長
谷
川
三
郎
剥
正
木
潤
弱
中
山
義
文

事
務
所
に
改
築
し
、
十
五
万
ｍ

加
え
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

行
わ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
改
築
な
ど
に
当
た
っ
て
は
東
西
両
豊
永
村
。
大
杉
村
の
三
か
村
の
連
合
を
も
っ
て
工
費
三
十
万
円
を
投
じ
て
近
代
的
な
現

務
所
に
改
築
し
、
十
五
万
円
を
も
っ
て
倉
庫
の
大
修
理
を
行
い
更
に
五
万
円
を
使
っ
て
住
宅
の
改
造
を
し
た
。
そ
の
後
若
干
の
改
良
を



第7章各種公共機関763

高
知
地
方
法
務
局
豊
永
出
張
所
の
変
遷
図

大
正
２
．
９
．
別
移
転
昭
和
躯
改
称
昭
和
恥
改
称

大
正
３
．
皿
・
釦
移
転
高
知
司
法
事
務
局
高
知
地
方
法
務
局
昭
和
伍
・
３
．
略

高
地
区
裁
判
所

ｌ
豊
永
出
張
所
ｌ
豊
永
出
張
所
ｌ
豊
永
出
張
所
ｌ
豊
永
出
張
所
Ｉ
閉
鎖
し
て
南
国
出
張
所
に
統

（
寺
内
、
西
浦
）
（
大
田
口
）
（
大
田
ロ
）
（
大
田
口
）
合
す
る
。

管
轄
区
域
管
轄
区
域
管
轄
区
域
昭
和
稲
・
加
・
１
か
ら

東
、
西
豊
永
村
同
上
同
上
大
豊
町
全
域
を
管

大
杉
村
轄
と
す
る

明
治
塑
・
ｎ
・
妬
設
立
明
治
鯛
・
加
・
１
改
称

高
知
治
安
裁
判
所
高
知
区
裁
判
所

川
口
出
張
所
ｌ
川
口
出
張
所
ｌ

（
川
口
）
管
轄
区
域

管
轄
区
域
同
上

東
本
山
村

天
坪
村

東
、
西
豊
永
村

本
山
村
外

明
治
別
。
ｕ
・
加

川
口
出
張
所
よ
り
分
離

高
知
区
裁
判
所

ｌ
豊
永
出
張
所
Ｉ

（
下
ノ
土
居
中
屋
敷
）

管
轄
区
域

東
、
西
豊
永
村

明
治
師
年
川
口
よ
り
移
転

高
知
区
裁
判
所
大
正
２
．
９
．
瓢

ｌ
大
杉
出
張
所
ｌ
本
山
町
へ
移
転

（
杉
川
下
）
大
杉
地
区
は
豊
永

管
轄
区
域
天
坪
地
区
は
山
田
出
張
所
に
移
管
と
な
る

東
本
山
村

天
坪
村

本
山
村
外

管,-、明
轄下豊治

豆墨壬永手
書出乎

韮零雲
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㈲
沿
革

㈲
業
務
内
容

白
所
長
名

ロ
所
在
地

四
規
模

職
員
数

㈲
管
轄

Ｂ
設
置

昭
和
二
十
二
年
十
二
月
九
日

耕
地
面
積
の
調
査
及
び
米
麦
を
主
体
と
し
た
、
作
付
面
積
の
調
査
と
収
穫
量
の
調
査
等
を
目
的
と
す
る
。

東
豊
永
村
・
西
豊
永
村
・
大
杉
村
・
天
坪
村
・
本
山
町
・
吉
野
村

農
林
省
高
知
統
計
調
査
事
務
所
大
杉
出
張
所
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
五
年
四
月
二
十
八
日

佐
左
木
義
美
（
大
豊
町
寺
内
出
身
）

長
岡
郡
大
杉
村
高
須
タ
ル
ノ
本
五
百
六
十
一
番
の
一
（
大
杉
駅
前
）

二
農
林
省
高
知
作
物
報
告
事
務
所
大
杉
出
張
所

十
二
人
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田
口
に
あ
っ
た
。

ぽ
が

開
設
の
年
月
日
は
不
詳
だ
が
、
大
正
五
年
七
月
に
嶺
北
の
蚕
種
製
造
業
者
六
人
が
、
蚕
種
母
蛾
検
査
出
張
所
を
．
豊
永
地
方
に
設
置
す

㈹
歴
代
所
長
名

大
豊
に
お
け
る
蚕
糸
関
係
の
県
出
先
機
関
の
歴
史
は
古
い
。
現
在
の
蚕
業
指
導
所
と
関
連
の
深
い
機
関
に
、
蚕
業
取
締
所
の
支
所
が
大

第
四
代

第
五
代

第
三
代

第
二
代

中
国
四
国
農
政
局
高
知
統
計
情
報
事
務
所
と
な
っ
た
。

統
合
出
張
所
設
置
の
た
め
香
美
郡
土
佐
山
田
町
に
吸
収
移
転
し
た
。

業
務
内
容
も
新
た
に
果
樹
園
芸
作
物
調
査
・
畜
産
調
査
・
林
業
調
査
・
水
産
業
調
査
、
主
要
農
畜
産
物
の
生
産
費
調
査
や
農
家
経
済

初
代

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日

調
査
等
が
加
わ
っ
た
。

昭
和
三
十
九
年
六
月
一
日

一
一
一

大
豊
蚕
業
指
導
所

高
村
守
路

末
延
勝

津
田
美
晴

武
内
努

佐
々
木
義
美
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昭
和
二
十
八
年
四
月
、
石
川
旅
館
の
西
に
一
階
を
稚
蚕
共
同
飼
育
所
、
二
階
を
事
務
室
と
会
議
室
に
充
て
新
築
移
転
し
た
。
同
三
十
一
一

年
四
月
、
嶺
北
蚕
業
技
術
指
導
所
と
蚕
業
取
締
所
を
統
合
し
て
、
大
豊
蚕
業
指
導
所
と
改
称
し
た
。
更
に
昭
和
三
十
八
年
六
月
、
舟
戸
に

合
同
庁
舎
が
新
築
さ
れ
、
蚕
業
指
導
所
、
農
業
改
良
普
及
所
、
林
業
指
導
出
張
所
の
県
の
出
先
機
関
三
者
が
こ
れ
に
移
り
現
在
に
至
っ
て

昭
和
二
十
五
年
一
月
、
現
在
の
大
豊
町
・
本
山
町
。
土
佐
郡
の
土
佐
町
。
大
川
村
。
本
川
村
を
所
管
区
域
と
し
て
、
元
の
大
田
ロ
、
寺

内
消
防
会
館
で
再
発
足
し
た
。
名
称
も
嶺
北
蚕
業
技
術
指
導
所
と
な
っ
た
。
ま
た
廃
止
に
な
っ
て
い
た
蚕
業
取
締
所
大
田
口
支
所
も
再

蚕
業
技
術
指
導
所
設
置
の
条
件
は
、
繭
生
産
額
五
千
貫
の
郡
に
一
か
所
、
十
万
貫
以
上
の
郡
に
二
か
所
の
基
準
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
現
在
の
大
豊
町
旧
四
か
村
の
合
併
は
、
戸
数
七
百
五
十
四
戸
、
産
繭
額
一
万
七
千
八
十
貫
で
あ
り
、
現
在
の
大
豊
町
だ

け
で
十
分
に
指
導
所
設
置
の
基
準
を
満
た
し
て
余
り
が
あ
る
の
で
、
二
十
五
年
一
月
、
わ
ず
か
廃
止
三
か
月
で
再
開
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
よ
う
士
岐
知
事
に
嘆
願
し
て
い
る
の
で
、
大
正
五
年
か
ら
遠
く
な
い
時
期
に
設
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
二
年
地
元
有
志
、
蚕
種
製
造
家
に
よ
り
、
蚕
業
取
締
所
大
田
口
支
所
が
新
築
さ
れ
、
十
二
月
十
七
日
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

昭
和
十
二
年
二
月
二
十
七
日
、
大
田
口
支
所
は
廃
止
と
な
り
、
同
年
三
月
一
日
か
ら
香
美
郡
の
山
田
支
所
の
管
轄
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
七
月
、
蚕
糸
局
長
通
達
「
蚕
業
技
術
指
導
所
設
置
並
に
運
営
要
領
」
に
基
づ
い
て
、
同
年
十
月
、
現
在
の
大
田
口
消
防

会
館
に
土
佐
郡
。
長
岡
郡
を
所
管
区
域
と
し
て
、
土
佐
長
岡
蚕
業
技
術
指
導
所
が
創
設
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
四
年
十
月
、
高
知
市
・
吾
川
郡
・
土
佐
郡
。
長
岡
郡
を
所
管
区
域
と
し
て
、
高
知
市
永
国
寺
町
に
、
高
知
蚕
業
技
術
指
導
所

ぴ
併
設
さ
れ
た
。

と
改
称
、
移
転
し
た
。

る
0

い
る
０

昭
和
三
十
九
年
九
月
、
蚕
業
改
良
普
及
事
業
推
進
要
項
に
基
づ
き
、
普
及
組
織
の
整
備
強
化
に
よ
っ
て
蚕
業
改
良
普
及
員
は
、
普
及
業
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務
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
指
導
員
の
兼
務
し
て
い
た
取
締
所
の
業
務
は
、
県
主
管
課
に
移
っ
た
。

蚕
業
指
導
所
の
業
務
は
、
農
林
次
官
通
達
に
、
「
蚕
業
技
術
普
及
事
業
の
目
的
は
、
我
が
国
蚕
糸
業
の
振
興
を
は
か
り
．
農
家
の
経
営

し
ん
と
う

を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
蚕
業
に
関
す
る
研
究
の
成
果
を
末
端
養
蚕
者
に
惨
透
せ
し
む
る
に
あ
る
。
」
と
あ
り
、
蚕
業
試
験
場
で
で
き
あ
が

っ
た
技
術
を
普
及
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

歴
代
所
長

初
代

二
代

三
代

四
代

五
代

六
代

七
代

八
代

九
代

十
代

十
一
代

十
二
代

岸岩森 片 中 木 黒 都 植 北 宮鳥
田原岡沢 戸 岩 築 山 村 地井

利 千二憲伝弘弘軍忠
惇夫城 郎一 蔵新 身茂 亀兵志

へ へ

中 永
屋洲
臼 一
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戦
後
の
農
政
に
関
す
る
新
し
い
事
業
の
一
つ
に
、
農
業
改
良
普
及
事
業
が
あ
る
。

昔
の
農
業
政
策
は
農
民
の
意
思
に
は
関
係
な
く
決
定
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た
曲
唇

四
農
業
改
良
普
及
所

蚕業指導所・農業改良普及所・林業指導出張所合同庁
舎（船戸）

定
さ
れ
て
い
た
し
、
ま
た
農
民
は
指
導
者
に
盲
従
し
て
言
い
な
り
に
な
っ
て
い
た
。

民
主
主
義
の
世
の
中
に
な
っ
た
現
代
で
も
そ
の
傾
向
が
全
く
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は

亨
な
い
ｏ

島
国
で
あ
る
日
本
の
小
規
模
農
業
で
は
将
来
を
的
確
に
見
通
し
適
切
な
農
業
政
策

を
樹
立
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
特
に
耕
作
地
の
極
端
に
狭
い
農
地
で
食

糧
の
自
給
に
重
点
を
置
い
て
政
策
を
た
て
、
そ
の
方
針
で
技
術
の
開
発
と
指
導
を
し

て
き
た
。
昭
和
四
十
年
こ
ろ
か
ら
米
の
供
給
が
需
要
を
追
い
越
す
よ
う
に
な
る
と
、

今
ま
で
主
食
の
増
産
を
唯
一
の
使
命
と
し
て
、
技
術
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
た
政
策

を
大
き
く
転
換
し
て
減
反
政
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。

今
ま
で
そ
の
時
代
と
政
策
に
応
じ
た
生
産
技
術
を
模
索
研
究
し
て
、
最
も
適
し
た

技
術
指
導
を
し
て
き
た
の
が
農
業
改
良
普
及
所
で
あ
る
。

昭
和
二
十
三
年
に
制
定
さ
れ
た
農
業
改
良
助
長
法
に
、
「
農
業
生
産
の
増
大
及
び

農
民
生
活
の
改
善
の
た
め
に
、
適
切
な
知
識
を
得
、
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
」
と

書
か
れ
て
あ
る
よ
う
に
、
農
業
改
良
普
及
事
業
は
、
農
業
生
産
ば
か
り
で
な
く
、
農
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家
の
生
活
改
善
に
ま
で
事
業
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
目
的
で
農
業
改
良
普
及
所
が
設
立
さ
れ
た
。

嶺
北
農
業
改
良
普
及
所
大
豊
支
所
の
沿
革

昭
和
二
十
三
年
嶺
東
地
区
農
業
技
術
惨
透
指
導
農
場
と
し
て
旧
西
豊
永
村
役
場
（
西
土
居
）
内
に
設
置
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
四
年
五
月
、
天
坪
村
・
大
杉
村
・
西
豊
永
村
・
東
豊
永
村
の
吉
野
川
（
穴
内
川
）
流
域
四
か
村
を
対
象
と
し
て
、
当
初
事

務
所
を
大
杉
村
役
場
内
に
開
設
し
嶺
東
地
区
農
業
相
談
所
と
し
た
。

最
初
の
職
員
と
し
て
岡
林
嘉
彦
技
師
が
着
任
し
、
続
い
て
七
月
に
堀
内
唯
亀
初
代
主
任
が
着
任
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
五
月
三
十
一
日
、
事
務
所
を
旧
西
豊
永
村
船
戸
に
移
転
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
十
月
新
事
務
所
完
成
。

事
務
所
は
当
初
か
ら
新
築
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
が
、
地
域
各
村
の
負
担
と
県
費
補
助
に
よ
り
完
成
し
た
。

経
費
負
担
の
内
訳
は
次
の
と
お
り

天
坪
村
四
四
、
○
○
○
円

大
杉
村
五
五
、
○
○
○
円

西
豊
永
村
三
五
六
、
○
○
○
円
（
用
地
買
収
費
を
含
む
）

東
豊
永
村
五
五
、
○
○
○
円

県
費
補
助
一
○
○
、
○
○
○
円

計
六
一
○
、
○
○
○
円

昭
和
二
十
六
年
七
月
建
築
に
着
手
し
、
同
年
十
月
十
八
日
に
完
成
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
七
月
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
伴
い
従
来
の
各
地
区
農
業
改
良
委
員
会
を
解
散
し
、
嶺
東
地
区
農
業
改
良
協
議
会
が
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発
足
し
て
事
業
の
引
き
継
ぎ
を
し
た
。

初
代
の
地
区
農
業
改
良
協
議
会
委
員
は
、
各
村
農
業
委
員
会
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
北
窪
篤
光
、
小
笠
原
清
浩
、
坂
本
洪
喜
、
安
田

勘
次
、
秋
山
隆
伝
、
今
井
牛
勇
喜
、
三
谷
盛
清
、
渡
辺
長
重
の
八
人
に
よ
り
結
成
さ
れ
会
長
に
北
窪
篤
光
が
選
任
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
年
三
月
大
豊
村
発
足
に
伴
い
協
議
会
委
員
を
従
来
の
八
人
制
か
ら
四
人
制
と
し
改
選
の
結
果
、
北
窪
篤
光
、
小
笠
原
清

浩
、
杉
本
義
秀
、
門
田
盛
一
郎
が
選
任
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
三
年
十
月
一
日
、
大
豊
農
業
改
良
普
及
所
と
改
称
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
六
月
五
日
、
大
豊
農
業
指
導
所
と
改
称
し
、
産
業
課
と
畜
産
課
の
二
課
制
と
な
る
。

昭
和
四
十
四
年
高
知
県
条
令
第
十
号
に
基
づ
き
嶺
北
農
業
改
良
普
及
所
大
豊
支
所
と
な
る
。

現
在
支
所
長
以
下
八
人
で
業
務
を
推
進
し
て
い
る
。

就
一
仕
年
月
日

昭
和
二
八
年

″
一
二
一
″

″
三
四
〃

″
三
五
〃

〃
三
七
〃

″
三
八
〃

″
四
三
〃

″
四
四
〃

嶺
北
農
業
改
良
普
及
所
歴
代
所
長

氏
名

小
松
貞
紀

横
山
透

横
山
透

谷
内
雅
俊

立
花
資
民

梅
原
秋
芳

門
屋
清
三
郎

門
屋
清
三
郎

職
名

嶺
東
地
区
農
業
相
談
所
所
長

″

大
豊
農
業
改
良
普
及
所
所
長

″″″″

嶺
北
農
業
改
良
普
及
所
大
豊
支

所
支
所
長

所
長
代
理

備
考

就
任
年
月
日

昭
和
四
六
年

″
四
九
〃

″
五
一
〃

〃
五
四
〃

″
五
七
〃

″
五
九
〃

″
一
ハ
ー
〃

氏
名

和
田
幸
雄

平
野
益
信

足
達
道
弘

横
田
貞
男

浜
田
茂
穂

小
笠
原
一
猪

秋
山
勇

職
名

嶺
北
農
業
改
良
普
及
所
大
豊
支

所
支
所
長

″″″″″″

’
備
考
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昭
和
二
十
五
年
四
月
「
林
業
に
関
す
る
試
験
研
究
を
強
力
に
促
進
し
、
そ
の
成
果
の
急
速
な
普
及
を
図
っ
て
我
が
国
の
林
業
の
振
興
に

貢
献
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
林
業
技
術
研
究
普
及
助
長
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
高
知
県
で
も
専
門
技
術
普
及
員

及
び
地
区
技
術
普
及
員
を
設
置
し
た
。

そ
の
後
昭
和
三
十
一
年
・
同
三
十
七
年
等
数
次
の
改
訂
を
経
て
、
同
五
十
年
度
か
ら
林
業
指
導
員
出
張
所
制
度
が
発
足
し
今
日
に
至
っ

大
豊
町
に
お
い
て
は
昭
和
二
十
六
年
四
月
に
、
東
西
豊
永
村
を
所
管
と
し
て
西
豊
永
村
役
場
内
に
、
大
杉
・
天
坪
村
を
管
区
と
し
て
大

杉
村
役
場
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
駐
在
所
を
設
け
指
導
員
が
一
人
あ
て
配
置
ざ
れ
活
動
を
始
め
た
。
同
年
十
月
に
現
在
の
庁
舎
が
船
戸
に
新
築

さ
れ
て
蚕
業
指
導
所
、
農
業
改
良
普
及
所
と
と
も
に
移
転
し
た
。

現
在
は
高
知
県
中
央
林
業
事
務
所
大
豊
林
業
指
導
出
張
所
と
し
て
、
所
長
ほ
か
一
人
で
業
務
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
れ
以
前
、
戦
時
中
か
ら
あ
っ
た
木
炭
・
木
材
の
検
査
員
制
度
に
よ
る
駐
在
員
も
同
居
し
て
い
た
が
、
そ
の
目
的
は
、
林
業
指
導
所
と

て
い
る
０

就
任
年
月
日

昭
和
五
○
年

″
五
五
〃

″
五
六
〃

″
五
八
〃

中
央
林
業
事
務
所
大
豊
林
業
指
導
員
出
張
所
歴
代
所
長

五
大
豊
林
業
指
導
出
張
所

氏
名

三
保
木
胤
甫

関
田
照
義

北
村
彪

岩
崎
博
喜

職

所
長

″″″

名

備
考

よ
る
駐
在
員
も
同
居
し
て
い
た
が
、
そ
の
目
的
は
、
林
業
指
導
所
と

は
別
個
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
二
年
を
最
盛
期
と

し
た
木
炭
の
生
産
量
も
年
を
お
っ
て
減
少
す
る
よ
う
に
な
り
、
木
炭

検
査
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
と
検
査
員
は
普
及
員
に
転
進
し
た
者
も
少

な
く
な
か
っ
た
。

普
及
員
制
度
発
足
当
時
は
戦
後
の
復
興
で
膨
大
な
木
材
資
源
を
必
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要
と
し
、
加
え
て
外
国
貿
易
も
再
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
種
の
資
材
が
不
足
し
て
い
た
の
で
、
普
及
活
動
も
資
源
増
産
に
主
力
が
注
が

れ
、
そ
の
主
要
な
も
の
と
し
て
人
工
造
林
が
推
進
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
社
会
構
造
及
び
建
築
様
式
の
変
化
や
代
替
え
品
の
台
頭
、
更
に
外
材
輸
入
の
自
由
化
な
ど
に
よ
っ
て
需
給
の
均
衡
が

崩
れ
、
本
県
林
業
界
、
殊
に
山
村
農
家
の
林
業
に
寄
せ
る
期
待
感
は
大
き
く
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
苦
境
に
あ
り
な
が
ら
指

導
所
で
は
優
良
造
林
の
育
成
や
林
間
利
用
、
複
合
経
営
、
後
継
者
の
育
成
指
導
な
ど
の
難
題
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

日
沿
革

３
昭
和
四
十
一
年
四
月
、
農
林
業
試
験
研
究
機
関
の
機
構
改
革
に
よ
り
、
高
知
県
山
間
農
業
試
験
場
と
し
て
発
足
し
た
。
農
業
試
験

場
清
水
紅
茶
試
験
地
を
当
場
紅
茶
試
験
地
と
し
て
移
管
し
た
。

４
昭
和
四
十
二
年
四
月
、
清
水
紅
茶
試
験
地
を
（
現
）
野
市
町
西
野
の
園
芸
試
験
場
に
移
管
し
た
。

５
昭
和
四
十
八
年
四
月
、
茶
に
関
す
る
試
験
研
究
を
仁
淀
村
森
の
高
知
県
茶
業
セ
ン
タ
ー
へ
移
管
し
た
。

６
昭
和
五
十
三
年
三
月
、
本
館
の
老
朽
化
と
試
験
研
究
の
充
実
強
化
の
た
め
新
し
く
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
（
三
百
三

十
六
平
方
周
）
に
改
築
し
た
。

１
昭
和
三
十
年
八
月
、
高
知
県
農
業
試
験
場
山
間
分
場
と
し
て
長
岡
郡
大
豊
町
中
村
大
王
に
設
立
さ
れ
た
。

２
農
業
試
験
場
朝
倉
分
場
で
実
施
し
て
い
た
茶
に
関
す
る
試
験
研
究
を
昭
和
三
十
三
年
か
ら
本
場
に
移
管
を
始
め
、
昭
和
三
十
六
年

度
に
完
了
し
た
。

六
高
知
県
山
間
農
業
試
験
場
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口
規
模

１
職
員
構
成

場
長

総
務
係

傾
斜
地
利
用
科

山
地
特
産
科

合
計

樗
甥

一
人

二
人

五
人

七
人

一
五
人

､鷺零

山間股業試験場

２
土
地
の
利
用
状
況

落
葉
果
樹
七
五
・
房
‐

常
緑
果
樹
三
七
・
八

茶
二
四
・
○

野
菜
及
び
花
八
八
・
一

花
木
一
九
・
○

計
二
四
四
・
○

山
地
、
草
地
．
畦
畔
、
建
物
敷
地
、
道
路
等

計
二
○
五
。
九
耳

合
計
四
四
九
。
九
啄

日
業
務
事
業
の
概
要

本
県
は
県
土
の
八
○
％
余
り
が
山
地
で
あ
り
、
そ
の
中
の
農
用
地
は
四
国
山
地
の
山

間
。
中
山
間
地
帯
に
分
布
し
て
い
る
が
複
雑
な
地
形
の
う
え
傾
斜
畑
や
棚
田
が
主
体
で

あ
り
、
し
か
も
集
団
地
が
少
な
く
道
路
の
整
備
も
遅
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
機
械
利
用

に
限
界
が
あ
り
併
せ
て
土
壌
流
失
に
よ
る
地
力
低
下
な
ど
生
産
環
境
が
劣
悪
で
、
平
坦

地
帯
の
農
業
に
比
し
格
段
に
生
産
性
が
低
い
現
状
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
山
間
地
帯
の
農
業
の
生
産
性
向
上
を
図
る
に
は
、
土
地
基
盤
の
韮

備
、
経
営
規
模
の
拡
大
、
土
地
利
用
の
高
度
化
、
機
械
化
・
省
力
化
の
推
進
、
適
作
物

の
選
択
、
優
秀
な
経
営
者
の
確
保
な
ど
が
基
本
的
事
項
と
な
る
が
、
当
面
の
対
策
と
し
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こ
の
よ
う
な
背
景
の
う
え
に
立
っ
て
当
試
験
場
で
は
、
普
通
作
物
の
承
な
ら
ず
野
菜
・
花
・
花
木
・
果
樹
・
特
用
作
物
な
ど
幅
広
い
有

利
な
作
物
の
導
入
と
栽
培
技
術
の
確
立
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
素
材
試
験
を
組
承
立
て
た
実
証
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
定
生
産
と
主
産
地
形
成
に
役
立
ち
、
し
か
も
山
村
農
業
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
努
力
が
さ
れ
て
い
る
。

現
在
各
科
で
取
り
組
ん
で
い
る
試
験
研
究
の
主
な
も
の
を
項
目
別
に
列
記
し
て
お
く
。

が
あ
る
。

て
は
適
用
で
き
る
限
り
の
制
度
事
業
を
導
入
し
基
盤
の
整
備
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
土
地
利
用
の
高
度
化
、
地
域
的
な
適

作
物
の
導
入
な
ど
に
重
点
を
お
き
、
こ
れ
ら
の
技
術
体
系
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
地
域
集
団
ご
と
に
小
集
団
産
地
の
育
成
を
図
る
必
要

２
山
地
特
産
科

１
、
傾
斜
地
利
用
科

イ
四
国
地
域
傾
斜
地
帯
へ
の
野
菜
の
導
入
定
着
技
術
の
確
立
（
ト
マ
ト
・
シ
シ
ト
ウ
ガ
ラ
シ
等
）

ｐ
高
位
地
域
農
業
複
合
化
推
進
に
関
す
る
研
究

〈
山
地
向
き
野
菜
の
栽
培
技
術
改
善
に
関
す
る
研
究
（
ミ
ョ
ウ
ガ
・
ワ
サ
ビ
・
ゼ
ン
マ
イ
等
）

二
花
、
花
木
の
栽
培
技
術
改
善
に
関
す
る
研
究
（
ス
タ
ー
チ
ス
・
オ
ミ
ナ
エ
シ
）

ホ
麦
類
特
性
（
赤
カ
ビ
病
）
検
定
試
験

イ
ュ
ズ
の
優
良
系
統
比
較
に
関
す
る
研
究

ロ
ュ
ズ
の
生
産
安
定
技
術
確
立
に
関
す
る
研
究

ハ
中
山
間
地
帯
向
き
落
葉
果
樹
の
栽
培
実
証
に
関
す
る
研
究
へ
カ
キ
・
ウ
メ
・
イ
チ
ョ
ウ
等
）

ニ
タ
ラ
ノ
キ
の
栽
培
法
及
び
系
統
選
抜
に
関
す
る
研
究

ホ
未
利
用
植
物
の
栽
培
に
関
す
る
研
究
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た
0

す
べ

南
小
川
は
、
吉
野
洲
川
に
合
流
す
る
断
層
河
川
で
、
そ
の
水
源
地
帯
は
古
く
か
ら
地
滑
り
地
帯
と
し
て
一
部
専
門
家
に
は
知
ら
れ
て
い

初
代

五四

代代 代

一

一

代

九八七

代代代

六
代

へ

歴
代
場
長

七 水
田
利
用
再
編
成
対
策

高
知
営
林
局
南
小
川
治
山
事
業
所

尾
崎

牛
窓
晴
一

野
島
日
出
紀

牛
窓
晴
一

橋
詰
泰
作

近
森
秀
夫

上
野
善
和

安
岡

岩
川

亨孝研

昭
和
三
○
、
八
、
一
よ
り

″
三
六
、
三
、
三
一
ま
で

″
三
六
、
四
、
一
よ
り

″
四
一
、
三
、
三
一
ま
で

″
四
一
、
四
、
一
よ
り

″
四
四
、
三
三
一
ま
で

″
四
四
、
四
、
一
よ
り

″
四
七
、
三
、
三
一
ま
で

″
四
七
、
四
、
一
よ
り

″
五
二
、
三
、
三
一
ま
で

″
五
二
、
四
、
一
よ
り

″
五
六
、
三
、
三
一
ま
で

〃
五
六
、
四
、
一
よ
り

〃
五
九
、
三
、
三
一
ま
で

〃
五
九
、
四
、
一
よ
り

〃
六
○
、
三
、
三
一
ま
で

〃
六
○
、
四
、
一
よ
り
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茎
田
松
男

森
康
男

多
田
英
敏

山
口
安
己

西
岡
泰
之

末
延
正

同
三
十
九
年
四
月

同
四
十
二
年
四
月

同
四
十
六
年
六
月

同
四
十
八
年
四
月

同
五
十
二
年
四
月

同
五
十
四
年
八
月

高知営林局南小川治山事業所

す
べ

昭
和
二
十
九
年
、
十
二
号
台
風
災
害
時
に
多
発
し
た
地
滑
り
に
よ
っ
て
、
山
地
防
災

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
昭
和
三
十
年
度
、
南
小
川
流
域
全
体
の
治
水
計
画
調
査
が
実
施

さ
れ
た
。

同
三
十
三
年
南
小
川
治
山
事
業
所
を
西
峰
地
区
に
設
置
し
、
本
格
的
な
治
山
工
事
に

着
手
し
た
。

久
生
野
よ
り
上
流
の
南
小
川
と
、
そ
の
支
流
沖
野
左
川
の
流
域
を
対
象
に
工
事
を
進

め
て
い
た
が
、
同
四
十
七
年
七
月
の
集
中
豪
雨
を
契
機
と
し
て
、
岩
原
川
上
流
赤
根
川

す
べ

流
域
に
も
大
規
模
な
地
滑
り
が
発
生
し
、
県
及
び
大
豊
町
の
要
請
を
受
け
こ
の
地
域
も

含
め
て
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

歴
代
事
業
所
主
任

氏
名
就
任
年
月

高
橋
智
昭
和
三
十
三
年
四
月

牧
村
成
夫
同
三
十
六
年
五
月
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昭
和
四
年

県
議
会
に
お
い
て
県
道
本
山
ｌ
杉
線
改
修
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
高
須
ト
ン
ネ
ル
エ
事
を
含
む
改
修
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

翌
五
年
早
々
に
ト
ン
ネ
ル
エ
事
に
着
手
す
る
た
め
大
篠
土
木
出
張
所
は
杉
川
下
三
番
イ
の
一
（
現
渡
辺
商
店
）
に
仮
事
務
所
を
置
き

工
事
監
督
者
を
常
駐
さ
せ
た
。

ま
た
同
七
年
末
鉄
道
の
大
杉
駅
開
通
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
た
め
、
県
道
東
祖
谷
山
ｌ
大
杉
停
車
場
線
の
終
点
大
杉
大
橋
を
架
設
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
大
篠
土
木
出
張
所
は
工
事
事
務
所
の
人
員
を
拡
充
し
陣
容
を
強
化
す
る
た
め
、
昭
和
六
年
四
月
に
大
篠
土
木
出
張
所

杉
監
区
と
し
て
高
須
二
百
八
十
七
番
地
竺
一
（
現
高
知
相
互
銀
行
）
に
建
物
を
新
築
し
て
移
転
し
た
。

昭
和
八
年

昭
和
二
十
七
年
六
月

氏
名

西
内
敏
也

所
大
杉
詰
所
と
な
っ
た
。

高
須
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
は
同
七
年
三
月
に
、
大
杉
駅
前
の
大
杉
大
橋
は
同
年
九
月
に
竣
工
落
成
し
た
の
で
、
以
後
は
大
篠
土
木
出
張

人
員
は
減
少
さ
れ
た
が
国
道
及
び
県
道
補
修
の
た
め
、
修
路
工
夫
に
一
定
の
距
離
を
担
当
さ
せ
こ
れ
が
監
督
等
に
当
た
っ
た
。

大
篠
土
木
出
張
所
大
杉
詰
所
・
同
田
井
詰
所
及
び
伊
野
土
木
出
張
所
本
川
詰
所
の
三
詰
所
を
統
合
し
て
本
山
町
本
山
に
本
山
士
木
出

八

本
山
土
木
事
務
所

就
任
年
月

同
五
十
七
年
五
月

楠
瀬
康
雄

同
六
十
二
年
四
月
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昭
和
五
十
五
年
七
月

本
山
土
木
事
務
所
は
同
年
七
月
一
日
よ
り
本
山
町
九
百
四
十
六
番
地
の
六
の
現
位
置
に
新
庁
舎
（
通
称
合
同
庁
舎
）
を
新
築
し
て
業

昭
和
四
十
七
年
四
月

昭
和
四
十
二
年

昭
和
四
十
年
四
月

昭
和
三
十
五
年
八
月

務
を
開
始
し
た
。

が
発
足
し
た
。

張
所
と
し
て
発
足
し
た
。

本
山
土
木
事
務
所
の
出
先
機
関
と
し
て
広
域
補
修
班
詰
所
が
大
豊
町
東
土
居
に
置
か
れ
て
い
る
。

機
構
改
革
に
伴
い
本
山
土
木
事
務
所
大
豊
出
張
所
が
廃
止
さ
れ
、
土
木
事
務
所
に
統
合
さ
れ
る
と
と
も
に
、
道
路
維
持
広
域
補
修
班
一

主
任
以
下
五
人
で
本
山
土
木
事
務
所
大
豊
詰
所
が
発
足
し
た
。

本
山
土
木
出
張
所
が
本
山
土
木
事
務
所
と
改
称
さ
れ
た
。

長
岡
郡
本
山
町
本
山
四
百
六
十
五
番
地
の
五
に
新
庁
舎
が
落
成
し
た
。
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